
羅
　
、
馬

の

羅
　
制

三

井

高
　
　
陽

　
　
　
　
序
　
　
　
説

　
西
欧
近
翫
郵
…
騨
の
原
こ
な
り
し
も
の
は
、
實
に
彼
の
ぺ

〃
シ
ァ
大
帝
國
の
夫
な
り
し
こ
ε
、
余
が
本
誌
前
門
に
説

け
る
が
如
し
。
然
る
に
ペ
ル
シ
ア
の
行
ひ
し
庭
は
未
だ
完

き
も
の
ビ
聡
し
難
く
、
ぺ
酉
シ
ァ
、
ギ
ー
ー
’
シ
ァ
を
経
て
、

大
羅
馬
帝
國
に
よ
り
て
、
其
燦
然
た
る
文
化
的
諸
施
設
の

中
に
も
、
特
筆
す
べ
き
規
模
雄
大
な
る
繹
制
を
布
く
に
及

び
、
や
う
や
く
其
遽
路
施
設
、
替
馬
計
劃
に
細
き
注
意
を

沸
ふ
に
至
れ
り
。
現
に
今
日
爾
現
存
せ
る
圭
冠
の
石
道
里

標
石
に
於
て
其
實
を
示
し
て
居
れ
り
。
ロ
ー
マ
の
騨
制
を

知
ら
す
し
て
近
世
郵
制
を
知
る
こ
ご
難
き
は
中
世
の
諸
撚

皆
ロ
ー
マ
に
微
へ
る
に
因
れ
ば
な
り
。

　
　
　
　
鳳
　
初
期
羅
馬
の
騨
制

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
羅
馬
の
騨
鋼

　
ロ
ー
マ
の
繹
制
は
其
施
設
の
目
的
が
主
こ
し
て
軍
用
に

あ
り
し
を
以
て
、
世
間
或
は
こ
れ
を
ワ
ー
マ
の
軍
事
的
施

設
の
一
ご
し
て
考
ふ
る
も
の
な
き
に
し
も
あ
ら
す
。
然
れ

ざ
も
ロ
ー
一
、
の
羅
制
が
軍
に
ロ
ー
マ
の
軍
事
的
登
展
の
み

に
乱
射
せ
し
ご
は
断
じ
難
く
．
大
羅
馬
の
丈
化
的
施
設
こ

し
て
こ
れ
を
考
察
す
る
時
は
亦
如
何
に
其
完
備
せ
る
制
度

が
ロ
ー
マ
國
運
一
般
の
伸
展
に
與
り
て
カ
あ
り
し
か
を
知

る
べ
き
な
り
。

　
ロ
ー
マ
の
通
信
制
度
を
代
表
す
る
垂
幕
は
、
ク
ル
ス
ス
・

プ
ブ
リ
ク
ス
な
り
。
ロ
ー
マ
史
家
一
般
の
定
義
に
從
へ
ば

ク
ル
ス
ス
・
プ
ブ
リ
ク
ス
は
、

皇
帝
及
宮
府
の
急
便
に
資
す
る
爲
、
無
償
に
て
入
馬
を
提
供
す

べ
き
義
務
を
無
爵
に
負
は
し
め
た
る
極
め
て
組
織
的
な
る
騨
制

　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
」
〇
九
　
　
　
（
山
ハ
ニ
七
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
羅
騰
の
騒
潤

な
り
ご
点
せ
ら
る
。

　
ロ
ー
マ
が
並
ハ
和
制
下
に
治
め
ら
れ
た
る
（
紀
元
前
五
百

十
年
以
降
）
軽
麟
時
に
あ
り
て
は
、
．
元
老
院
が
軍
除
の
司
警

官
ご
常
に
密
接
な
る
上
善
に
あ
り
て
、
國
管
の
騨
路
の
如

き
は
定
期
往
還
の
交
使
以
外
に
、
軍
用
の
爲
な
ら
ば
何
時

に
て
も
縫
馬
の
使
用
し
得
る
構
能
を
軍
隊
に
附
参
し
、
元

老
院
は
滋
路
の
使
用
擢
ご
綴
馬
の
使
用
樺
ご
を
全
く
軍
隙

の
虜
由
の
下
に
置
く
こ
ご
を
除
儀
な
く
せ
ら
れ
、
軍
用
の

報
告
傳
令
等
は
他
の
通
信
を
措
き
て
も
、
第
一
に
邊
達
す

る
有
様
に
し
て
、
こ
れ
が
更
に
進
ん
で
、
司
命
官
自
か
ら

必
要
ご
認
め
た
る
時
は
、
元
老
院
の
手
を
維
る
こ
ご
な
く

直
接
に
管
理
し
、
通
信
機
關
を
利
用
す
る
の
擢
能
を
淫
事

せ
ら
る
、
に
至
れ
わ
。

　
當
時
の
通
信
に
使
用
せ
ら
れ
し
飛
脚
を
分
ち
て
左
の
二

つ
ご
な
す
。

　
一
、
ペ
レ
ダ
ソ
ー
（
＜
○
戦
O
α
鈴
一
，
自
）

　
二
、
ク
ル
ゾ
レ
ス
（
O
【
川
澄
。
随
。
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
第
照
號
　
　
　
一
一
〇
　
　
　
（
山
ハ
ニ
入
）

　
ベ
レ
ダ
ソ
罫
は
一
名
を
ボ
チ
チ
イ
（
男
○
。
。
圃
餓
）
o
エ
ク
イ
タ

ス
（
o
讐
M
写
ω
）
こ
も
穗
せ
ら
れ
て
、
騎
馬
．
飛
脚
を
指
し
、
ク

川
ゾ
レ
ス
は
人
足
に
よ
る
の
飛
脚
を
指
せ
り
。

　
こ
の
施
設
は
紀
元
前
五
十
年
ユ
ソ
ウ
ス
ヶ
ー
ザ
〃
の
時

に
根
本
的
大
改
良
を
加
へ
ら
れ
、
同
二
十
レ
㍗
年
ア
ウ
グ
ス

ツ
ス
・
ケ
ー
ザ
ル
の
横
張
を
見
る
迄
存
績
せ
ら
れ
た
り
ご

云
ふ
。

　
　
　
　
盤
　
ロ
ー
マ
盛
時
の
騨
制

　
ユ
ジ
ゥ
ス
・
ヶ
！
ザ
ル
の
手
に
よ
り
て
施
さ
れ
だ
る
改

良
は
す
べ
て
の
黙
に
重
て
規
模
を
籏
大
す
る
に
あ
り
て
、

其
施
設
が
ロ
ー
マ
國
運
の
登
降
に
件
ふ
當
然
の
必
要
よ
り

生
じ
た
る
も
の
な
り
し
が
、
彼
の
施
し
た
る
改
良
は
、
籐

り
に
幹
線
に
カ
を
注
ぎ
過
ぎ
て
分
筆
に
留
意
せ
す
、
爲
に

騨
路
の
充
實
は
其
範
圃
割
含
に
大
な
ら
ざ
6
し
が
、
ア
ウ

グ
ス
ツ
ス
は
既
に
存
せ
る
ク
ル
ス
ス
・
プ
ブ
ソ
ク
ス
の
制

度
を
其
滋
路
の
土
木
的
改
造
、
路
程
の
延
長
等
に
或
る
理

想
を
以
て
籏
張
せ
ん
ご
欲
し
た
る
も
、
其
治
世
中
に
旧
版



圖
に
及
ぼ
す
に
至
ら
す
、
紀
元
百
十
七
年
以
降
の
帝
政

中
、
バ
ー
3
ソ
ヤ
ヌ
ス
、
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
ピ
ウ
ス
、
セ
ベ
ル

ス
の
三
帝
の
時
代
を
経
て
要
路
網
は
漸
く
細
く
、
其
延
長

約
十
二
伽
馬
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
べ
b
ご
侃
栴
せ
ら
る
。
帯
附
時

の
道
路
の
主
な
る
も
の
を
見
る
に
。
（
第
一
岡
墾
照
）

　
第
一
路
　
鍔
。
良
巳
謬
｛
β
§
（
φ
瓢
㊦
”
“
侵
）
！
○
鎧
紹

　
　
　
　
　
（
φ
褒
㊦
壷
軍
囲
強
旨
4

　
第
二
路
　
Ω
2
墨
一
冨
p
ω
－
笛
9
一
署
幾
げ
。
（
夢
雲
㊦
事
躍
㊦

　
　
　
　
　
＼
＼
㌣
乾
又
図
）

第
三
路

第
四
路

第
五
路

あ
ウ
、
勿
論
各
溢
共
に
其
築
造
廣
狭
に
差
異
あ
り
、

等
外
毘
本
遽
の
外
に
ロ
ー
マ
、

顕混

ｽ
る
ビ
ア
。
ア
ゼ
ァ
（
≦
2
》
℃
冨
）
は
ム
ー
日
心
凹
ロ
ー
マ

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
羅
馬
の
駆
制

》
ρ
戸
笛
亙
9
i
切
楼
§
丘
ニ
ヨ
（
遡
藩
）

ヒd

{
a
ま
酒
毒
μ
　
（
今
覇
㊦
壷
燦
圏
M
．
隅
迄
㌣
）
一

L
♪
冨
X
碧
μ
匹
門
冨

累
巴
℃
島
。
。
（
今
田
㊦
悩
一
M
。
＼
て
）
一
空
冨
σ
Q
貯
ヨ

（
φ
延
㊦
て
哉
掬
）
一
∩
斜
窪
蜀
σ
Q
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
プ
ソ
ン
ジ
シ
間
の
國
丙
一
本

第
一
図

　
　
（
紀
ん
百
客
年
乃
至
二
召
土
年
蹟
叫
後
）

　
ロ
ー
マ
本
駅
路
曼
↑
図

魏
〃
四
鵜
｝
　
　
一
一
一
　
　
（
山
ハ
ニ
九
）



　
　
　
第
十
ご
巷
　
　
雑
纂
　
　
羅
焉
の
鱗
秘
ご

盛
時
の
廊
影
を
傳
へ
居
れ
う
。
こ
の
ゼ
ァ
・
ア
ビ
ア
は
幅

員
入
米
突
、
花
笠
岩
を
布
き
た
り
。
他
の
幹
撹
の
幅
員
は

三
米
突
内
外
な
り
し
ご
云
ふ
。

　
然
ら
ば
こ
れ
等
の
大
騨
路
は
如
何
に
設
備
せ
ら
れ
如
何

に
使
用
せ
ら
れ
た
る
か
ご
云
ふ
に
、
勿
論
主
目
的
が
旧
版

圖
統
治
上
、
軍
用
の
目
的
に
あ
り
し
を
以
て
、
軍
隊
の
輸
・

邊
軍
用
品
の
蓬
搬
等
を
以
て
其
第
一
の
任
務
ご
し
て
、
長

路
に
は
、
騨
を
置
き
、
其
騨
に
少
く
ε
も
四
十
頭
の
馬
マ
ハ
は

・
螺
馬
等
を
備
へ
ら
れ
、
　
…
時
こ
れ
が
管
理
が
近
ぬ
衡
丘
ハ
司
令

官
の
手
に
あ
り
し
時
の
如
き
は
、
騒
員
、
騒
夫
、
皆
兵
士

を
以
て
こ
れ
に
充
て
た
る
有
機
に
し
て
、
騨
長
に
將
稜
、

騨
夫
に
兵
士
、
雑
役
は
老
農
兵
を
用
ひ
、
從
順
な
る
奴
隷

を
加
へ
て
用
ひ
た
り
し
ご
傳
へ
ら
る
。

　
　
　
　
窃
　
里
　
標
　
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
モ
ル
ス
ト
　
ン

ロ
ー
マ
の
滋
路
は
正
し
き
間
隔
を
以
て
里
標
石
を
立
つ
。

ロ
ー
マ
の
中
央
市
場
に
鍍
金
の
本
標
石
あ
り
、
こ
、
を
中

心
ご
し
て
各
道
路
を
分
汽
各
撹
に
里
標
石
を
立
つ
。
・

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
鞭
ご
　
　
　
（
山
ハ
三
〇
）
，
㌦

ー
マ
の
里
標
石
は
里
程
を
示
す
極
め
て
實
用
的
の
目
的
に

出
で
た
る
も
の
ビ
云
ふ
よ
り
も
、
當
時
の
宗
澱
歯
骨
禮
よ

b
天
帝
へ
の
奉
納
の
た
め
石
標
を
立
て
、
又
は
貸
家
的
に

記
念
す
べ
き
磁
瓶
を
彫
刻
し
て
、
里
標
石
ビ
し
て
溢
路
に

立
て
、
以
て
交
通
の
便
に
充
つ
る
こ
ご
を
兼
ね
た
り
。

　
今
田
里
標
石
の
代
表
的
の
も
の
に
て
入
に
知
ら
る
、
は

　
　
　
ヤ
ハ
チ
カ
ン

羅
馬
の
法
王
臆
に
存
す
る
大
理
石
に
て
造
れ
る
も
の
、
．
填

國
維
納
郵
便
博
物
館
に
あ
る
古
代
里
標
石
の
複
製
の
も
の

な
る
が
、
余
の
癖
地
踏
査
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
襖
國

イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
（
H
房
σ
導
。
犀
）
に
あ
る
数
個
の
里
標
石
こ

そ
眞
の
マ
イ
ル
ス
｝
ー
ン
ビ
上
し
得
る
も
の
な
b
ご
思
惟

す
。
ベ
ダ
リ
ウ
ス
氏
が
其
薯
萬
國
郵
便
誌
（
＜
o
器
審
碁
ω
”

b
霧
切
蓉
び
く
9
“
（
δ
「
ぐ
『
o
一
読
。
ω
r
じ
d
⑱
島
β
囲
Q
。
○
。
い
）
に
メ
ツ
ツ

の
奉
納
漂
石
ご
バ
チ
カ
ン
の
標
石
に
つ
い
て
記
せ
し
に
止

る
は
吾
人
の
甚
だ
解
繹
に
苦
し
む
ご
こ
ろ
に
し
て
、
こ
れ

は
所
謂
猫
型
の
く
○
響
絡
げ
に
し
て
ヨ
巴
。
諺
塵
土
よ
b
租

遠
き
も
の
な
り
o



　
イ
ン
ス
ブ
ル
ヅ
ク
に
現
存
す
る
も
の
、
尤
な
る
も
の
は

イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
郊
外
ア
ン
ブ
ラ
ス
の
古
城
の
外
廓
に
深

存
せ
ら
る
＼
も
の
を
以
て
第
｝
ビ
す
。
里
標
石
ご
認
め
ら

る
、
も
の
五
個
あ
b
。
い
つ
れ
も
紀
元
｝
九
三
年
の
も
の

こ
定
め
ら
る
○
當
時
ハ
、
ル
よ
リ
イ
ン
ス
プ
ル
ツ
ク
を
涌
噌
り

て
今
日
の
伊
太
利
ご
懊
太
利
の
國
境
の
村
邑
な
る
ブ
レ
ソ

ナ
ー
に
至
れ
る
チ
ロ
ー
ル
道
に
立
ち
た
る
も
の
に
し
て
、

ム
・
口
こ
の
道
は
康
せ
ら
れ
て
全
く
認
め
難
き
も
、
い
つ
れ

も
今
よ
う
四
百
年
前
、
畷
道
の
三
叉
は
土
地
整
理
の
時
に

憎
め
ら
れ
て
こ
の
古
城
に
保
存
せ
ら
る
、
に
至
れ
る
も
の

な
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
見
る
に
、
い
つ
れ
も
大
理
石
又
は

其
他
の
硬
質
の
石
を
以
て
造
ら
れ
、
文
字
の
判
懐
し
得
る

も
の
少
な
し
。

　
こ
れ
に
反
し
て
イ
ン
訊
ブ
ル
ッ
ク
博
物
館
に
あ
る
標
石

は
天
下
周
知
の
羅
馬
史
料
に
し
て
、
又
嚴
密
な
る
意
昧
に

於
け
る
里
標
石
な
・
9
。
　
甘
六
一
は
一
八
二
山
ハ
年
ボ
ラ
ノ
　
（
ム
ー

日
の
伊
太
利
領
チ
讐
ー
ル
に
あ
り
）
に
て
連
圏
せ
し
も
の

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
羅
馬
の
羅
糊

に
し
て
彫
心
左
の
如
し
。

IM　Cees
d．　n．　fi．　cl．　iulii

ano　p．　f．　victori

ac　hユump・seエnp

al｝9・P・nユ・1皿Ulエco

NSS－BONTO
’RIPNATO　PATR
IPATRIAEPRO

　　CONSS
　　Aif．　P．　L．

　
第
二
に
士
晶
要
な
る
は
、
白
霞
帝
諒
プ
シ
ウ
ス
及
三
門
子
一
ア
シ
ウ

ス
、
キ
ン
チ
ウ
ス
を
記
念
せ
し
も
の
に
し
て
、
紀
元
二
百

五
十
年
の
建
造
に
係
り
、
｝
入
三
五
年
夏
テ
ル
ル
の
北
西

七
百
二
十
米
プ
ラ
タ
レ
村
に
て
乱
掘
せ
し
も
の
な
る
が
、

同
所
は
當
時
フ
ラ
ゲ
ン
ス
タ
イ
ン
城
の
城
域
に
し
て
ぜ
隻

フ
ェ
ル
ド
に
向
ふ
村
蓮
地
下
六
米
宇
の
と
こ
ろ
に
横
）
し

も
の
な
り
。

右
の
文
中
・
の
括
弧
内
の
交
字
は
原
理
に
な
き
も
、
略
字
の

み
に
て
鋼
讃
し
難
き
を
以
て
、
假
に
全
文
を
加
へ
だ
る
も

の
な
り
。

第
一
四
號
　
　
　
旧
　
一
訟
｝
　
　
（
六
三
、
）



寵
せ
し
も
の
な
り

　　　　　　王腔（eratori）　C．～ES（ari）

　　　　　　CA（io）　NESS（io）　Q（uinto）　T？／IA（rANo）

　七にDECエOP（・Q）F（・li・i）INV（・c・・）

o　年　存　NG（usTo）P（oNTIFICI）M（AxlMO）TR（IBuNlc）P（oTEsT，N’1’E）II

鶉・（ATIの・（…　）π憾…

　　エ　　も　DEC工0霞　QVIN

　　監のTO　NOBILISS1
j〈IL　il｝　MlscAl・　ss（AiaBus）’AIGG（usTis）

　ノレのA．B（RIG，S．NTIO）．　M（ILIA）．　P（Assu脳）

　　グ如　　　　XC∬X
　の　き
　農　も

　畑の
　　よ　あ

　　b　り
　　　　o

こ

れ爾
は　一一

一個
七完
五全

第
十

雑
纂

羅
馬
の
駆
㈱

　
．
即
ち
里
標
石
は
一
に
買
玉
マ
戦
孚
其
他
重
大
事
件
の
記

念
、
奉
納
等
の
元
め
に
道
路
に
立
て
ら
れ
た
る
も
の
に
過

事
ざ
れ
こ
も
、
こ
れ
が
建
て
ら
れ
た
る
場
虚
は
、
主
要
な

　　　1暫P（EMTOR兀）cms（AIミ王）CA（lo）

　　　真Ess工O　Q（u血to）TRA（エANエ。）

　　　DECI（o）　P（ro）　F（i：ELiGi）　INV（ic’ro）

AVC（us’ro）　IE’（oN’riFici）　ITY｛（，Lxi｝io）　’TR（itv’vNlcitN）　P（o’rEsrrtN’rE＞

P（A’rRi）　P（ATRi　di）　ET・INII1’iSS（is）　DECI

OET　QVINTO
）XOBILISSI（mus）　Cms（ixRiBvs）

SAVGG（vs’ris）　AB（iaGANt　To）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，，．
］iNf（’rLi．itN）　1｝（Assvv｝f）　C一×．　ll

第
凶
號

四

（
六
三
ご
）



る
道
路
に
限
ら
れ
、
且
又
其
建
設
の
年
代
に
よ
り
て
、
圭

、
要
道
路
鐸
路
ご
其
開
か
れ
し
時
代
ご
を
推
漸
す
べ
き
絶
好

の
史
料
ご
な
る
な
り
◎

　
　
　
　
墨
中
毒
に
於
け
る
主
な
る
・
ー
マ
麗
路

　
遣
路
に
は
十
四
乃
至
二
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
に
綴
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
ム
み
シ
ヨ

騨
あ
り
、
こ
の
騨
を
小
園
（
罫
舜
二
一
。
）
ご
繕
す
。
ム
タ
シ
ヨ

ざ
は
交
替
の
義
な
b
。
各
ム
タ
シ
ョ
に
は
馬
及
馬
具
を
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ン
シ
オ

へ
、
六
乃
至
入
ム
タ
シ
ョ
毎
に
大
騨
（
客
磐
ω
凶
。
）
を
設
け
、

旋
人
及
飛
脚
を
し
て
宿
泊
せ
し
む
Q
蓋
し
手
工
の
飛
脚
は

特
別
の
場
合
を
除
き
て
夜
行
せ
ざ
り
し
も
の
な
り
と
い

　
ふ
。

　
大
腰
の
設
備
は
輩
な
る
建
物
に
し
て
、
寝
食
の
器
物
の

設
備
な
け
れ
ば
、
族
人
は
｝
切
瞳
食
の
具
を
携
行
せ
ざ
る

　
べ
か
ら
す
。
暴
君
ネ
ロ
は
其
族
行
の
行
列
に
五
百
の
馬
を

峯
ゐ
、
風
呂
桶
帯
心
び
、
大
潮
に
つ
く
や
毎
日
牛
乳
の
風

呂
を
立
て
さ
せ
た
b
ビ
の
」
掃
話
を
傳
へ
ら
る
。

　
マ
ン
シ
ヨ

　
大
甘
の
あ
る
所
は
、
知
事
の
駐
在
す
る
こ
こ
ろ
に
し
て

　
　
　
箪
十
二
巷
　
　
難
　
纂
　
　
羅
馬
の
騨
測

知
事
及
露
量
僚
の
た
め
に
、
ク
リ
ア
（
∩
母
㌶
）
ご
幕
す
る

建
物
あ
り
て
こ
、
に
住
せ
）
o
後
基
督
激
の
興
る
に
及

び
、
ク
リ
ア
は
大
信
正
の
住
座
ビ
な
り
て
、
宗
澱
上
の
主

要
地
ご
圭
要
街
道
騨
こ
の
密
撲
な
る
開
門
を
生
す
る
に
至

れ
り
。
然
し
て
ク
リ
ア
の
あ
る
都
市
を
ク
ソ
ア
レ
ア
ト
ル

ム
（
∩
一
駕
一
，
山
田
因
プ
O
Φ
叶
O
『
口
一
昌
）
ご
濡
し
、
右
に
述
べ
し
如
く
必
ず

マ
ン
シ
ヨ

大
憲
あ
う
、
今
臼
の
瑞
西
の
グ
ロ
ー
ビ
ユ
ン
デ
ン
懸
の
首

麿
ク
ー
ル
（
Ω
ξ
彗
）
の
名
は
こ
の
時
代
に
も
こ
の
ク
ソ
ァ

レ
ァ
ト
ル
ム
の
最
も
繁
盛
せ
し
も
の
に
し
て
、
當
時
ク
ー

ル
と
ロ
ー
マ
二
男
に
は
ス
ブ
リ
ユ
ゲ
ン
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ヂ
ン
、

セ
プ
チ
メ
ー
ル
、
ユ
ル
ェ
ル
の
各
峠
を
越
し
、
四
線
の
鐸

路
を
通
じ
た
る
を
見
て
も
、
如
何
に
主
要
な
る
都
市
な
わ

し
か
を
知
る
べ
し
。

　
ク
ー
ル
よ
り
は
大
な
る
軍
滋
ラ
イ
ン
読
谷
を
通
り
て
ブ

レ
ケ
ン
ツ
及
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
に
達
し
、
マ
ギ
ァ
に
於
で

こ
の
軍
道
は
多
く
の
分
線
に
分
淀
れ
、
フ
レ
ン
白
及
チ
ュ

ー
リ
ヒ
湖
を
越
え
て
、
ッ
リ
ク
ム
印
ち
今
日
の
チ
ユ
ー
り

　
　
　
　
　
　
　
第
四
門
號
　
　
　
一
一
五
　
　
　
（
山
上
一
二
一
二
）



　
　
　
第
十
二
、
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
羅
馬
の
懸
溺

ッ
ヒ
に
蓬
す
。
営
時
す
べ
て
の
貨
物
は
チ
ユ
ー
ソ
ヒ
湖
上

を
舟
行
し
、
チ
ユ
…
リ
セ
税
關
を
蓮
じ
た
り
ご
云
ふ
。

　
チ
ュ
」
ソ
ヒ
は
此
の
、
如
く
伊
太
利
地
黒
乙
．
並
に
ゴ
ー

ル
（
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
）
の
間
に
於
け
る
極
め
て
主
要
な
る

交
通
猶
猶
に
し
て
、
そ
こ
に
貨
物
は
集
め
ら
れ
、
更
に
河

川
を
利
し
て
、
ア
ク
野
師
ち
今
日
の
バ
ー
ゲ
ン
及
び
ビ
ン

ド
、
ニ
サ
（
今
田
の
ウ
イ
ン
ヂ
ツ
シ
ユ
）
に
逡
ら
れ
た
り
。

　
ロ
ー
マ
入
は
ラ
イ
ン
を
利
用
し
て
城
塞
其
他
の
防
備
的

施
設
を
加
へ
、
　
ゲ
ル
マ
ン
ゴ
ー
ル
等
の
叛
に
備
へ
た
る

が
、
こ
れ
が
た
め
に
三
遷
は
獲
達
し
て
、
族
客
、
貨
物
の

運
逡
に
筆
墨
す
る
庭
多
か
ゆ
し
な
り
。

　
ピ
ン
ド
ニ
テ
は
東
瑞
西
は
ブ
イ
ン
又
は
ブ
レ
ゲ
ン
ツ
ご

に
重
要
な
る
連
絡
を
有
し
、
他
は
西
瑞
西
郎
ち
ベ
セ
ラ
ウ

グ
ス
ト
及
バ
ー
ゼ
ル
に
通
じ
、
バ
ー
ゼ
ル
よ
リ
ラ
イ
ン
郷

撹
に
入
れ
り
。

　
特
に
ビ
ン
ド
ニ
ず
ー
サ
ロ
ト
ル
ム
、
ペ
チ
ニ
ス
カ
i

ー
ア
ベ
ン
チ
カ
ム
、
ミ
オ
ー
3
ノ
ム
、
ゼ
ビ
ス
ヵ
ス
の
線
は

　
　
　
　
　
　
　
第
M
四
號
　
　
　
｛
　
「
森
ハ
　
　
（
山
ハ
三
四
）

甚
だ
重
要
な
る
も
の
に
も
て
、
ペ
チ
ニ
ス
カ
よ
り
分
滋
を

出
し
て
バ
ー
ゼ
ル
に
て
本
方
ご
合
し
、
こ
、
t
瑞
西
を
中

心
ご
せ
る
中
隊
の
重
要
軍
曳
網
を
形
成
す
。
彼
の
有
名
な

る
・
大
セ
ン
ふ
ベ
ル
ナ
遷
ド
の
瞼
、
シ
ン
プ
ロ
ン
擁
の
・
如
き

は
ロ
ー
マ
以
前
よ
り
の
大
遣
に
し
て
、
ケ
ル
ト
族
の
ペ
ン

紳
祠
す
ら
あ
り
、
ロ
ー
マ
入
の
手
に
入
り
て
後
こ
の
神
祠

は
ジ
ュ
ピ
タ
ー
祠
ご
な
れ
る
が
、
伊
愚
問
の
交
互
の
既
に

極
め
て
古
く
よ
り
開
け
居
た
る
を
知
る
べ
き
な
り
っ

　
ビ
ゼ
ス
ヵ
ス
（
今
日
の
ヴ
エ
ヴ
エ
）
よ
り
更
に
ロ
ウ
ゾ
ン

ナ
ノ
ビ
オ
ド
ノ
ム
（
今
名
ニ
オ
ン
）
を
通
b
て
ゲ
ナ
バ
即

ち
今
繕
の
フ
ラ
ン
ス
瑞
西
の
重
要
都
市
淀
る
ぜ
ノ
ア
に
至

り
、
ぜ
ノ
ア
よ
リ
ロ
ウ
ゾ
ン
ナ
、
オ
ル
ベ
を
通
り
て
ゼ
ブ

ラ
ク
テ
（
今
日
の
回
W
ξ
く
藷
）
　
に
分
霊
を
出
せ
り
。
（
第
二

圖
参
照
）

　
此
の
如
く
冒
ー
マ
時
代
の
騨
路
は
多
く
今
日
の
瑞
西
に

集
ま
り
し
を
以
て
、
今
日
爾
瑞
西
の
地
名
に
當
時
の
騨
に
鯛

す
る
名
宛
が
轄
化
し
て
残
れ
乃
も
の
あ
り
。
例
へ
ば
ム
昌
グ



第
三
図

ユ層レナンペ勘し

　　　　　　／

／／鷺
一
吐
1
＼

．
・
ー
プ
ノ

闘
地
方
嬰
窪
窪
岱
維
馬
幹
線
駅
路
客
暖

　
　
　
　
　
　
　

　　

@
吻
魂
卿
婦

婿　
　
　
　
　
瑞
爵

渉
郎
　
曜
　
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

書
十
二
巷
　
　
維
　
纂
　
　
羅
焉
の
騨
剃

ソ
ツ
（
り
肖
［
F
け
伸
①
一
一
N
）
の
如
き
は
ム
タ
シ
ォ
（
窓
簿
ρ
け
闘
。
）
よ
り
來

り
し
も
の
、
蓋
し
ム
テ
ン
ツ
は
バ
ー
ゼ
ル
に
至
る
騰
路
の

間
路
の
糠
馬
騨
な
り
し
な
り
。

　
ロ
ー
マ
の
大
尉
ぽ
陸
運
の
み
な
ら
す
、
湖
上
、
河
川
を

も
利
用
し
、
還
河
を
完
備
し
。
又
敵
軍
の
上
逡
を
防
ぐ
た

め
に
口
i
・
ヌ
河
を
埋
塞
し
て
、
ロ
ー
ヌ
に
沿
う
て
海
に
蓮

す
る
新
蓮
河
を
新
開
し
、
ロ
ー
ヌ
の
河
水
を
引
き
、
マ
ル

セ
ー
ユ
に
至
ら
し
む
。
こ
の
運
河
を
7
オ
ず
エ
・
マ
リ
ヤ

ネ
ご
呈
す
。
蓋
し
登
戸
者
マ
リ
ウ
ス
の
名
を
記
念
せ
ん
が

淀
め
な
り
。
又
モ
貰
ぜ
ル
及
ア
盲
ル
間
に
三
河
を
造
り
、

・
ー
ヌ
、
ア
ー
ル
、
モ
ー
ゼ
ル
、
ラ
イ
ン
を
盧
連
す
る
大

水
溢
な
）
σ
（
第
三
圖
墾
照
）

　
然
ら
ば
ラ
イ
ン
洛
岸
は
寒
天
如
何
な
る
状
態
に
あ
り
し

や
ご
云
ふ
に
、
勿
論
大
羅
馬
の
贋
大
な
る
版
圖
は
遠
く
ブ

ジ
タ
ニ
ァ
に
及
べ
る
を
以
て
、
其
問
勿
論
、
軍
道
ご
大
騒

な
か
る
べ
か
ら
す
。
こ
、
に
於
て
ケ
ル
ン
が
嘗
時
極
め
て

重
大
な
る
任
務
を
有
せ
し
を
知
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
第
｝
四
號
　
　
　
一
　
一
七
　
　
　
（
六
三
五
）



第
十
二
巷
　
　
維
　
纂
　
　
羅
馬
の
騨
湖

第
・
三
図

独
迎

卿
　
　
瑞

＃
ラ
ィ
毒

寧

ノ

佃
’

つ
ラ
ン
入

　
ケ
ル
ン
は
、
紀
元
前
五
十
五
年
頃
す
で
に
エ
ブ
7
ン
族

（
今
日
の
ベ
ル
ギ
ー
地
方
を
中
心
こ
せ
し
ゴ
ー
ル
入
）
の
柱

せ
し
ε
こ
ろ
に
し
て
、
ラ
イ
ン
の
左
岸
に
地
を
占
め
、
右

岸
は
ウ
ゼ
ア
族
（
ボ
ン
を
中
心
ご
せ
る
ゲ
ル
マ
ニ
》
族
）
の

儲
る
こ
こ
ろ
な
り
き
。
エ
プ
ロ
ン
族
静
定
の
戦
に
際
し
て

ロ
ー
マ
軍
隊
は
役
宅
凱
歌
に
て
通
信
し
、
ゴ
ー
ル
族
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
㎎
M
號
　
　
　
一
　
一
入
　
　
　
（
山
南
ご
丁
ハ
）

ロ
ー
マ
の
代
官
シ
セ
ロ
の
陣
へ
ヶ
i
ザ
ル
の
軍
令
を
傳
へ

た
る
書
状
槍
を
投
げ
し
に
、
誤
っ
て
塔
に
さ
、
り
、
二
研

た
ち
て
一
兵
士
の
下
見
す
る
ご
こ
ろ
ご
な
り
、
三
日
前
に

シ
セ
ロ
の
手
に
入
り
た
）
こ
の
二
時
の
野
戦
通
信
法
が
傳

へ
ら
る
。
代
官
（
ω
o
σ
q
舞
。
¢
）
チ
鮎
ソ
ウ
ス
、
サ
ビ
ヌ
ス
、
　
コ

ツ
タ
等
は
こ
の
投
槍
書
献
を
專
ら
用
ひ
し
芝
云
ふ
、
而
し

て
エ
プ
ロ
ン
族
亡
ぶ
る
や
（
蘭
猫
品
剛
五
一
年
）
シ
ー
ザ
は
ゴ
ー

ル
族
地
方
統
治
代
官
ア
グ
ヲ
パ
を
し
て
紀
元
前
三
十
八
年

右
岸
に
住
せ
し
ウ
ビ
ア
族
を
し
て
エ
プ
ロ
ン
族
の
蕪
住
せ

し
ケ
ル
ン
に
移
ら
し
め
、
爾
來
ケ
ル
ン
は
登
達
せ
し
が
紀

ニル

繻
ﾜ
十
年
ア
グ
ヲ
バ
は
コ
ロ
ニ
ア
、
ク
ロ
ウ
ヂ
ア
、
ア

ウ
グ
ス
タ
、
ア
ク
リ
ピ
ネ
シ
ス
ご
名
づ
け
ら
る
。
（
蓋
し
こ

の
名
は
グ
ル
マ
ニ
シ
ウ
ス
の
娘
に
し
て
伯
父
ク
ラ
ジ
ウ
ス

帝
の
妃
ご
な
り
し
ア
グ
ソ
ピ
ナ
の
名
に
よ
り
て
附
せ
ら

る
。
因
に
ア
グ
リ
ピ
ナ
の
初
夫
バ
シ
ヌ
ス
ク
ソ
ス
プ
ス
こ

の
間
に
生
れ
た
る
が
暴
鱈
ネ
ロ
な
り
）
ケ
ル
ン
は
か
く
し

て
ア
グ
ソ
バ
の
蒔
代
（
紀
前
三
入
棺
至
二
〇
年
）
よ
り
す



で
に
其
交
通
の
中
心
こ
し
て
の
重
要
な
る
地
位
を
占
め
、

ロ
ー
マ
大
軍
道
綱
の
後
に
完
成
せ
ら
る
、
に
及
び
、
こ
れ

が
主
要
地
黙
ご
し
て
北
隊
ご
南
欧
の
中
心
ご
な
れ
り
α
左

に
挿
入
せ
る
第
四
圏
は
ロ
ー
マ
古
代
の
交
遵
地
圖
に
し

て
、
原
本
は
維
納
郵
便
博
物
館
の
所
藏
す
る
こ
こ
ろ
な
り
○

此
圖
は
ヶ
ル
ソ
附
近
を
抄
寓
し
π
る
も
の
な
り
○

　
ケ
ル
ン
は
か
く
し
て
交
通
の
中
心
地
た
り
し
が
、
こ
、

に
て
ロ
ー
マ
本
道
は
北
は
ノ
，
4
ス
（
二
時
の
ノ
ペ
シ
ウ
ム
）

に
至
り
南
は
佛
國
境
モ
ン
ジ
ヨ
ァ
（
計
時
の
マ
ル
コ
マ
ダ

ム
）
に
至
b
東
南
ボ
ソ
ニ
至
る
。
（
第
五
圓
参
照
）

　
ケ
ル
ン
よ
り
各
地
に
登
す
る
主
な
る
溢
路
に
は
所
謂
黄

金
哩
石
（
竃
注
記
二
目
》
幾
2
6
）
ご
て
鍍
金
の
里
標
石
あ

り
。
又
當
時
の
最
も
進
歩
せ
る
蓮
信
所
た
る
ス
ペ
ク
ラ
エ

（。。

獅
W
包
器
）
も
ケ
ル
ン
よ
ゲ
登
し
て
各
滋
に
設
け
ら
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ヅ
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ツ
セ

今
日
の
所
謂
ロ
ー
マ
道
、
　
マ
ソ
エ
ン
ガ
ぞ
7
ン
道
に
は
数

多
の
ス
ペ
ク
ラ
エ
あ
り
し
ご
傳
へ
ら
る
。

　
か
く
て
ロ
ー
マ
滅
亡
，
の
後
も
、
ケ
ル
ン
は
フ
ラ
ン
ク
帝

　
　
　
錦
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
羅
馬
の
駆
欄

第
¢
3
麟
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砺
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第
四
號
　
　
　
一
　
一
九
　
　
　
（
山
十
三
・
七
）



第
十
二
巻
　
　
雑

第
五
三

み義轟
　　　　　＼　Se・・fべ鋤‘・劇
G「魚汐擁

伍ぬ瓢・り

ぐ》粛
　　　　　　　　　　　／

㍗漁卵

羅
馬
の
騨
制

　　

@撫慮

國
治
下
（
紀
元
三
五
五
年
頃
）
に
あ
り
て
も
、
本
滋
と
し
て

主
要
親
せ
ら
れ
、
ケ
ル
ン
俳
太
利
問
十
ご
日
乃
至
十
四
日

を
以
て
蓮
せ
b
。

　
　
　
　
騒
　
騒
制
ご
其
経
書
法

　
か
、
る
廣
大
な
る
大
書
路
網
の
騨
螢
は
艶
本
滋
に
分
ち

　
　
ヂ
レ
ク
タ
ぴ

て
各
支
配
官
を
麗
き
、
州
知
事
の
下
に
あ
り
て
一
切
の
郵

　
　
　
　
　
　
　
筑
　
四
號
」
　
　
一
二
〇
　
　
　
（
六
三
碗
八
）

逓
事
務
を
専
掌
せ
し
む
。
こ
れ
を
プ
レ
フ
エ
ク
ス
ベ
ヒ
ク

ロ
ル
ム
（
津
魯
。
ぼ
鵠
く
。
三
〇
巳
○
雲
菖
ご
云
ひ
、
其
支
配
官

　
　
　
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
き

の
他
に
監
督
官
Q
戸
§
9
5
ρ
注
。
＆
を
附
し
、
一
方
に
於
て

支
配
官
の
仕
事
を
監
視
す
る
ご
共
に
、
族
人
其
他
の
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
シ
ヨ

相
手
ピ
し
て
案
内
を
司
る
。
而
し
て
現
業
員
は
各
大
騨
に

　
　
　
　
マ
ン
セ
ブ

一
人
宛
の
駆
長
（
寓
鍵
8
℃
）
を
任
じ
、
其
下
に
專
鷹
の
飛
脚

の
他
に
駅
者
（
O
器
ぴ
三
〇
霧
。
ω
）
、
馬
丁
（
自
巻
。
8
邑
）
、
獣

麟
（
蜜
環
一
〇
旨
P
O
α
簡
O
団
）
等
を
雇
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
　
ア
　
ト
　
レ
　
ス

　
各
騨
は
定
め
ら
れ
た
る
時
間
に
入
足
の
飛
脚
（
≦
簿
㌣

器
ω
）
を
獲
す
、
こ
れ
は
別
に
急
を
要
す
る
も
の
に
用
ひ
す
、

急
便
に
は
騎
馬
飛
脚
を
用
ふ
。
而
し
て
ビ
ァ
ト
レ
ス
は
間

道
を
ゆ
る
ゆ
る
行
く
事
を
許
さ
る
る
も
、
騎
馬
飛
脚
は
正

道
を
急
行
す
べ
き
義
務
あ
り
。
信
書
包
物
等
の
行
嚢
を
荷
・

へ
る
駄
馬
を
バ
ラ
ペ
レ
グ
ス
（
勺
P
一
，
9
＜
Φ
一
．
①
島
＝
ω
）
ご
云
ひ
、
又

急
行
の
荷
物
族
客
を
乗
せ
π
る
二
輪
又
は
四
輪
の
馬
叉
は

鷹土

ﾔ
は
一
時
闘
…
五
里
標
石
（
三
里
標
石
三
七
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
を
通
す
る
割
合
の
脚
力
に
て
行
か
し
む
。
こ
れ
等
の



族
客
及
荷
物
の
車
を
指
し
て
レ
ダ
（
空
μ
ム
3
又
は
ゼ
ロ
タ

（
b
d
闘
δ
口
）
ご
云
ふ
。

　
ク
ル
ス
ブ
ブ
ヅ
ク
ス
は
ロ
ー
マ
の
官
公
吏
の
外
、
原
則
こ

し
て
私
人
の
利
用
を
禁
ず
Q
さ
れ
ば
族
人
は
輩
に
ロ
ー
マ

の
國
道
を
借
り
て
歩
く
ご
云
ふ
に
す
ぎ
す
し
て
、
其
騨
馬

を
使
用
す
る
こ
ご
は
許
さ
れ
す
。
私
人
の
利
用
に
は
皇
帝

　
デ
ブ
ロ
ム

の
特
別
歌
を
要
せ
り
。

　
最
初
こ
の
特
別
状
は
皇
帝
の
親
署
を
要
せ
し
も
、
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
　
レ
　
ト
　
リ
　
ア

こ
れ
が
登
行
椹
は
Ψ
ー
マ
近
衛
兵
司
今
官
の
手
に
移
れ
り

市
民
に
し
て
執
行
す
る
も
の
、
前
車
に
乗
り
た
き
も
の

は
司
命
官
に
乞
ひ
て
特
許
歌
を
得
て
レ
グ
を
利
用
し
得
る

に
至
れ
り
。
叉
一
面
私
信
を
運
ぶ
こ
ご
を
原
則
こ
し
て
禁

じ
た
る
を
以
て
、
私
信
は
奴
隷
の
手
に
よ
b
て
運
ば
る
。

其
通
信
方
法
甚
だ
多
し
。
而
し
て
大
軍
國
ロ
ー
マ
の
軍
事

的
の
だ
め
に
設
け
ら
れ
た
る
軍
道
の
設
備
ご
相
承
っ
て
、

峰
風
信
號
其
他
の
信
號
洪
大
．
い
に
登
逮
せ
り
Q
信
書
も
亦

」
放
矢
、
投
槍
等
に
よ
り
て
狡
邊
せ
ら
る
。
或
る
算
ー
マ
の

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
維
　
纂
　
　
羅
焉
の
罷
制

文
筆
家
の
貴
く
、

　
「
ロ
ー
マ
の
信
書
傳
蓬
法
の
種
類
多
き
こ
一
こ
大
樫
の
實
を
数
ふ

　
る
よ
り
も
難
し
」
、
こ
。

　
　
　
　
蔭
　
大
身
制
の
衰
滅

　
然
る
に
ク
〃
ス
ブ
ブ
ソ
ク
ス
も
、
最
初
の
理
想
肖
り
維

持
し
得
る
の
難
き
こ
ご
漸
く
明
こ
な
れ
り
。
帥
ち
ク
〃
ス

プ
ブ
ソ
ク
ス
の
本
來
の
原
則
こ
し
て
は
、
馬
匹
其
他
の
動

物
の
飼
料
属
す
べ
て
滋
養
繹
路
の
存
在
す
る
町
村
の
負
罐

に
か
、
り
、
其
負
携
を
課
せ
ら
れ
た
る
一
般
町
村
民
畠
身

は
こ
れ
を
利
用
し
得
す
、
結
局
町
村
は
下
家
に
無
償
に
て

多
大
の
献
金
を
な
す
こ
ご
、
な
り
、
中
央
政
府
に
呈
し
て

反
戚
を
起
す
に
至
れ
り
、
然
る
に
一
方
中
央
政
府
は
新
附

の
領
土
の
亡
霊
等
に
備
ふ
る
た
め
、
迅
蓮
な
る
通
信
機
驕

を
備
へ
、
遽
に
軍
隊
の
楡
邊
等
に
つ
い
て
逡
漏
な
き
様
ク

ル
ス
ブ
ブ
リ
ク
ス
を
設
け
た
る
に
、
各
地
よ
り
漸
く
怨
嵯

の
聲
を
き
く
に
及
び
て
國
防
上
多
少
の
不
安
を
生
じ
、
途

に
族
入
叉
は
地
方
人
が
官
用
の
馬
匹
を
私
用
す
る
事
を
黙

　
　
　
　
　
　
　
彊
謝
M
闘
㎜
観
　
　
　
一
ご
一
　
　
　
（
六
三
九
）



　
　
　
第
十
二
谷
　
　
雑
　
纂
　
　
羅
焉
の
騨
制

達
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
こ
な
り
、
又
特
許
歌
の
儒
造
改

窟
等
を
な
し
た
る
時
は
三
十
封
度
金
の
罰
刑
あ
る
も
、
其

弊
頗
る
多
く
、
や
う
や
く
ク
ル
ス
プ
プ
フ
ク
ス
の
崩
壊
の

氣
運
を
見
る
に
至
れ
り
。

ロ
ー
マ
皇
帝
ネ
ル
バ
（
紀
九
六
一
九
八
在
位
）
は
か
、
る
制

度
の
維
持
の
不
可
能
な
る
事
を
看
取
し
、
こ
の
重
き
地
方

賦
役
を
磨
止
す
る
こ
ご
、
し
、
先
づ
伊
太
利
地
方
の
嘉
暦

よ
り
整
理
し
て
國
讐
に
移
さ
ん
ご
せ
与
。
こ
れ
彼
が
在
位

末
年
の
試
み
に
し
て
、
當
時
の
ネ
ル
バ
記
念
貨
幣
に
は
、

表
に
、
不
ル
バ
帝
の
肯
像
あ
り
、
裏
に
草
を
喰
む
車
を
放
離

せ
る
二
頭
の
螺
を
描
き
た
る
も
の
あ
り
て
、
其
聖
句
に

く
①
露
9
愛
一
9
お
H
或
判
器
誘
邑
匂
。
㌶
ご
あ
り
、
け
だ
し
農
用
の

家
畜
が
画
家
の
強
制
に
て
騨
螺
に
用
ひ
ら
れ
し
も
の
を
、

再
び
持
主
の
膚
由
に
戻
し
た
る
こ
ご
を
意
喫
し
た
る
も
の

な
ら
ん
ご
云
ふ
。

　
、
矛
ル
バ
は
事
業
成
ら
ざ
る
に
帝
位
を
去
り
し
が
、
ハ
ド

ソ
ァ
ヌ
ス
帝
（
「
｝
七
一
一
三
入
）
は
夙
に
天
下
を
周
遊
し

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
ニ
ニ
　
　
（
六
四
〇
）

ロ
ー
ア
の
各
騨
路
を
親
し
く
踏
破
し
て
其
改
良
す
べ
き
を

見
、
且
つ
こ
れ
が
経
費
の
腰
膝
維
持
が
平
家
の
も
の
た
る

べ
き
を
認
め
、
ク
ル
ス
プ
ブ
リ
ク
ス
の
制
を
ク
川
ス
フ
イ

ス
ヵ
ソ
ス
（
O
ξ
竺
の
諭
8
濠
）
に
改
め
た
り
。
帥
ち
國
家

の
経
費
に
て
維
持
す
る
の
謂
に
し
て
、
こ
れ
紀
元
一
三
〇

年
の
事
な
り
。

　
然
る
に
帝
は
こ
れ
が
負
搬
が
左
程
地
方
民
に
重
き
も
の

に
あ
ら
す
ご
の
理
由
を
附
し
て
、
再
び
ク
ル
ス
プ
ブ
ジ
ク

ス
に
復
塾
せ
り
。
其
後
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ヌ
ス
大
帝
の
如
き

は
動
物
愛
護
の
精
…
紳
よ
り
馬
匹
の
虐
使
等
を
禁
ず
る
の
訓

令
を
出
し
た
る
も
。
地
方
入
民
の
負
婚
を
顧
る
こ
ε
な

く
、
其
弊
盆
甚
し
く
な
れ
り
。
帝
嘗
て
ガ
リ
ア
、
プ
ヅ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ロ
ザ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ひ
ザ
ル

ニ
ァ
、
エ
ス
バ
ニ
ァ
の
帝
た
り
し
時
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
帝
た

り
し
が
、
レ
ソ
ウ
ス
ご
点
て
ガ
レ
リ
ウ
ス
に
捕
へ
ら
れ
し

も
幸
に
し
て
ゼ
シ
ニ
エ
よ
リ
ガ
ソ
エ
ン
へ
機
を
見
て
逃
走

す
る
を
得
た
り
し
は
全
く
こ
の
迅
速
な
る
綴
馬
の
賜
な
b

き
o



彼
は
各
鐸
に
新
馬
を
替
へ
っ
、
追
手
の
近
づ
く
を
妨
ぐ
る

た
め
、
乗
り
す
て
た
る
奮
馬
の
脚
の
關
節
．
を
断
ち
つ
、
逃

れ
し
ご
い
ふ
。
而
し
て
彼
の
後
に
勢
力
を
得
る
や
（
紀
元

三
〇
六
年
）
こ
れ
が
順
罪
の
た
め
に
馬
、
螺
の
虐
使
を
禁

ず
る
訓
合
を
田
し
し
な
り
。

　
か
く
て
ロ
ー
マ
騨
制
は
其
衰
運
漸
く
甚
し
く
、
盈
督
官

た
る
（
甘
鼠
8
。
。
∩
鼠
○
ψ
閂
）
は
其
任
務
を
忘
れ
て
私
事
を
螢
み

自
己
の
懐
を
肥
す
た
め
に
公
有
物
を
富
只
り
、
又
族
人
ご
の

間
に
賄
賂
の
牧
購
行
は
れ
、
騨
路
に
は
殺
入
、
強
盗
の
難

頻
々
ご
し
て
超
b
、
羅
制
全
く
腰
頽
し
て
、
さ
し
も
久
し

く
其
完
全
美
を
誇
り
．
し
ロ
ー
マ
の
ク
ル
ス
プ
ブ
リ
ク
ス
も

昔
の
面
影
を
留
め
ざ
る
に
至
れ
り
G

　
ロ
ー
マ
滅
亡
後
の
欧
洲
は
多
く
の
邦
に
分
割
せ
ら
る

る
に
及
び
騨
劉
も
亦
匿
々
の
獲
達
を
見
る
こ
ご
、
な
れ

、
り
。
（
昭
和
二
年
五
月
於
伯
林
客
會
執
筆
）

第
十
二
巷
　
　
難
　
纂
　
　
羅
馬
の
騨
嗣

第
四
號
　
　
　
蝋
一
こ
ご
　
　
　
（
み
ハ
四
一
）


